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耐性菌がキlI~ iに多い.2) ベニシリンF サルファ剤に
約半数が耐性を得ている.3) 現在ではクロラムフェ
ニコールp スtレプトマイシン，エリスロマイシンが






















































因P 即ちCI ）膝琵骨の発育不全形態異常＇ （目）大腿骨
外保発育不：；：＇ ( li）大腿骨の内方回転， CIV l腰骨結節
の外か附ιrv）膝議骨滑動路の発育不全， CVD外反
膝，（刊）大ILJi四頭併の側方偏 （~ ， CVl!）外股筋と内政筋
の不均衡CI¥. 1 ， 市~·： i'.' ！ ~び関節褒の弛緩等に対する精査，
を極めp 此等に対処した長もf.:l！辺のない方法を行い早
期機能訓練が良いと考えた．
